富岡STEAM授業

１　実施日時　令和７年２月１４日（金）５限目 １２：５５～１３：４０
２　対象　　　１２HR　３７名
３　実施時間　化学基礎「物質量と化学反応式」
４　担当科目　①言語文化　(日記文学『土佐日記』「門出」を読み、登場人物がどのよう
　　　　　　　　　　　　　な行動をしているかを理解する）
　　　　　　　②化学基礎　(文章中から化学反応を見出し、化学反応式をつくることがで　　	　　　　　　　　　きる)


	
	展開

	導入（１５分）
	今年度の共通テスト「化学」の問題に、清少納言『枕草子』の文章が用いられたことを紹介し、『枕草子』の概要について復習する。また、問題を解きながら化学発光について理解する。

	展開（２５分）
	①紀貫之『土佐日記』の「門出」について復習する
②「酔い飽きて」という部分から、酔っぱらうということは何を飲んだのかを考える
③酒に含まれる「酔う」物質は何かを考える
④酒はどのようにつくられる考える
⑤糖（C6H12O6）から、酵母によって二酸化炭素(CO2)とエタノール(C2H5OH)に分解されるというアルコール発酵の化学反応式を書く。

	まとめ（５分）
	化学反応は現代でのみ用いられているのではなく、昔の人々も化学反応を利用しており、今と昔が繋がっていることを理解する。



